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正しい分別はコスト削減につながる正しい分別はコスト削減につながる  

　クリーンセンターでの資源ごみの分別
は、人海戦術がメインです。特に、プラ
スチック製容器包装は、袋を破り 8人が
かりで中身を確認して不適物を取り除い
ています。資源化はしていかなければな
らないことですが、分別し直すことで大
きな人的コスト、経済的コストがかかっ
ているのも現状です。
　また、スプレー缶のガス抜きがされて
いなかったり、プラごみにカミソリなど
が混入されていたりすると、クリーンセ
ンターでの事故や資源化できない原因に
つながりかねません。

　正しい分別がされていれば、そのよう
なコストやリスクが削減されるばかりで
なく、資源化による収入も増加します。
　現在の分別方法は、平成３年に始まり
ました。当初は約 900 カ所だったごみ
ステーションが現在は約1,500カ所に増
えました。ステーションが増えるにつれ、
ごみ出しのルールが守られていないケー
スも増えてきました。コストとリスクを
削減させ、限りある資源を有効に活用す
るためにも、分別のルールを再度周知し
ていきたいと考えています。

分
別
の
現
場

受入ヤードに山積みされたご
み袋。この後ショベルローダー
で受入ホッパに投入される

投入ホッパに入れられた缶
類。コンベアで選別機へと
運ばれる

運び込まれた破砕ごみは手
作業で分別される

受入ホッパに入れられたペッ
トボトル。異物除去コンベ
アへ送られる

■ペットボトル ■破砕するごみ ■あき缶類 ■プラスチック製容器包装

破袋機で袋を破いた後、
8 人がかり手作業で不適
物を取り除く

スチール選別機、アルミ選
別機でスチール缶・アルミ
缶に選別される

小型家電は手作業で分解
され、基盤を取り除きリサ
イクルされる

ペットボトルのキャップやラベ
ルが残っていた場合、手作
業で取り除かれる

圧縮包装し、リサイクル工
場へと引き渡される

スチール缶・アルミ缶ごとに
圧縮形成し、リサイクル工
場へ引き渡される

破砕機で粉砕され、金属
を圧縮形成し、リサイクル
工場へ引き渡される

圧縮包装し、リサイクル工
場へと引き渡される

そうだったのか～
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６
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境
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間
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し
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か
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知っていましたか？『分ける訳』
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ごみ分別の間違えやすい事例

▼

スプレー缶・
　　　　カセットボンベ

▼

化粧品のびん

▼

キャップ・ふた

▼

カミソリ・
　　　　カッターナイフ

▼

布類・布製品（毛糸、
　わた、革製品以外）

▼

ヘルメット
　（自転車・バイク）

▼

使い捨てライター

▼

蛍光灯・電球

①すべて使い切る
②穴をあける
③本体はピンク色（破砕
　するごみ）の指定袋へ

①中身は全て使い切る
②中のよごれを落とす
③専用コンテナ（びん用）へ
 ※びんの色によって、専用のコ
　ンテナへ。汚れの落ちないも

　のは埋立ごみの指定袋へ

①金属を含むものは、
　ピンク色（破砕するごみ）
　の指定袋へ
②プラスチック製のもの
　は、透明（プラスチッ
　ク製容器包装）の指定
　袋へ

ピンク色（破砕するごみ）
の指定袋へ
※刃先が「ビニール・プラスチッ

　クごみ」や「プラスチック製

　容器包装」の袋に混入すると

　大変危険です

黒色（埋立ごみ・布類）
の指定袋へ
※汚れているものは「燃やせる

　ごみ」へ。毛糸、わた、革製

　品は「燃やせるごみ」です

ピンク色（破砕するごみ）
の指定袋へ
※家庭で使用するものに限ります。

　（業務・事業系のものは収集

　できません）

使い切ってピンク色（破
砕するごみ）の指定袋へ
※使い捨てライターには金属が含

　まれているため、ごみ処理施設

　で破砕し、プラスチックと金属

　を選別する必要があります

①黒色（埋立ごみ）の
　指定袋へ
②直管の蛍光管は指定袋
　からはみ出る場合でも
　回収します
③割らずに指定袋に入れ
　てください

一
人
が
変
わ
れ
ば
、

　
　
　
　
　

ま
ち
が
変
わ
る
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